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　　　　　三思轡会暴定曝・

2．場，’ 梶@　宇宙開発委員会三諦室

5議題　．第一部会の総記について

4．資　栽

委16一’P第15回宇徽三章議会謙事騨

委、娩 D騨委賜」繍告書
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露↑5回宇宙旧臣委員会（定例会議）’

∫　議．・箏’要　旨（案）

　　委1・5－4

　・委航5－5
　　　ノ

・（参考配希）

↑’ 冝E時　昭和55年7月1∫9日，⑳
　　　　　　　●午後2時～4時㌦。’　、　・

a場所宇宙麟既記会議室
5・議，・題　（1）昭和ち3年度8《・9・三期めロケツ｝、

　・　　　　　　　　　　　　　・：　　　打上嫡計画について”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ’4．資　　．料．

委15「ギ第二宇宙睡図会輝旧記騨鮨！案！z

委15r2『 ﾐ浪蝦8－9脚の．・ケ平ト打上げ調にフいて

委でざ「揃55聯翻

　　　　　　　Mr5．益㌘・ろ熱論験（SESノ」トK吻5ら5！b

　　　　　　　T理ヤ500塑ロケット4・号機打上げ計画書辱

　　　　　　　　　　　　　　　　　．《昭和55年89朔鋤一、

　　o　 SESノート　 ：K：一二．〃盗555

　噛・・S．ESノ．一ト5・崩％6554

5．、出席者　・

．、　宇宙開発委員会委員長代理・

　　　　　〃　　　委員

　　　　　’”　一．　　〃

　　　　　”　’　㌔　　　”　一．

　説明者

　　韓轡宙航空階弾弓
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宇戴冠業団騨，　　　．酒井忠二三
　　　　．　　　打上管制部長　　　　・　村　尾　忠　義

関係省庁職員等　　　　、ピ

　科学技術庁長官官房参事官　　　　　　　　下　邨・昭　三

運輸省輝聯官麟群鞭三三誹．

　　ル無血務甑ね霊鳥ヨ桝でr兼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃　8山中）’

郵政省鱗理購官⑳窓擁づ㌦1醤，

鰍省大館房技鯵鮪　’・　北野章・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃　：土肥）

　郵政省電波監理局
　　〃　　　　　’　〃　一

　　．〃　　　　　　　”

　　　〃　電確研究斯．

　東京大学宇宙航空研究所

　　　〃　　　　　　　　　　　〃

　宇宙開発事業咀団　　・　〆

　　　　　〃
　　　　’〃　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　㌧し

事務局　　　ン　’．．

　科学技術庁研究調盤局宇宙企画課長一，

　　　　“’　一曜∫〃　　宇宙開発諌長・

6．議事要旨

　（1）　前回議事要旨．
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（2）∫昭和5噸8㌣9胴ρロ7ツ，｝打上げ計画につ嘩

　。∫東京大学関係

　　　東京大学宇宙航空研究所の野村民也教授からぺ資料委

　　15－5及び4に基づいて説明が行われたのち、ロゲツト打

　　上げ計画が原案どおり了承されたσ

　。　宇宙翻字事業団関係

　　　宇宙開発事業団の酒井忠二主理事及び村尾．忠義打

　　上管制部長から・資料委15．一5に基づいて税明が行われ・

　　以下の質疑応答が行われたのち、計画寮原案どおり了承され

　　，た。　　　　　’㌧

網島・：浬壬一5σo型ロケット搭載機器の国産化を進めていると

　　いうことだが、・例えば誘奪用。ユ系及び準乱用ρ孫のレーダ。

　　ポランスボンダ等の国産品は、N－1戸ケットにそのまま搭：

　・3高ざれるのか。

　　　　　　　　　　　　　　　ノ・村尾；現在、開発中のN、一1ロケット5号機及び6号機には輸入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
，　品を搭載し、・国産品は7号機あたりから搭載することを考え

　　’ていドる。　　　　　　　・　　’
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